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2003 年 2 月 20 日 

各 位 

札幌市中央区北 9 条西 15 丁目 28 番地 196 

株式会社ソフトフロント 

代表取締役社長 村田 利文 

（コード番号：2321） 

問い合わせ先： 

 取締役/管理本部担当 山本 明彦 

 電話番号：011-623-1001 

 

 

事業特化に伴う人員の適正化について 
 
 
 株式会社ソフトフロントは、事業特化に伴う人員数の適正化を、下記のとおり実施いたしますので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 
 
1. 経緯 

 当社は、VoIP に関する先駆的な企業として、基礎技術・核技術の開発に始まり、アプリケーション開発、顧客への

カスタマイズ（場合によっては、導入後のサポート業務）までを包括する様々な事業を行ってまいりました。これらの活

動の成果は、KISARA シリーズ等の VoIP ソリューションパッケージの提供や、高度な VoIP 関連受託などを通して、一

定の成果を収めてまいりました。 

 しかしながら、昨年夏以降の IP 電話の普及により VoIP 技術の導入・採用が急速に広まる中で、当社は、当社技術

のいち早い普及こそが最重要課題であると考えるに至り、現在の優位性を積極的に生かしつつ、市場での高いシェ

アを確保するため、これまで実施してきた各種事業を絞り込むことが適切であると決断いたしました。 

 今回、この事業特化に伴い、人員数を適正水準に是正することといたしました。これにより、早期の黒字化を確実な

ものとする所存です。 

 

2. 内容 

削減予定人員数 約 50 名程度を予定 

退職日  2003 年 3 月 31 日 

 

3. 当社の業績に与える影響 

 弊社は退職金制度を採用しておりませんが、対象人員に対して 2003 年 3 月期に 20 百万円程度の特別損失計上

を予定しております。なお、次年度以降は、年額 250 百万円程度の人件費削減が可能であると見込んでおります。 

以上 
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